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令和 6年 1月 10 日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 秋田県横手市増田町戸波字吉ヶ沢口75

名 称 織田果樹園

代表者 織田 昭和

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ3年 1１月１9日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

☐経済

☐社会

þ環境

害虫の天敵利用と保

護、選択性農薬の使

用

天敵利用による農薬削減と

選択性農薬の使用による環

境負荷低減を栽培する全果

樹類で実施

4樹種中2樹種で天敵利

用できず。原因究明と対

策検討中。

11

12

15

þ経済

☐社会

þ環境

除草と農薬散布方法

の改革

除草と農薬散布方法を見直

し、使用する化石燃料使用

料の削減する。生産する全

果樹類での実施

7月の大雨により一部導

入を見送った設備があっ

たが新しい設備は問題な

く使えた。

9

7

13

þ経済

þ社会

☐環境

気候変動による自然

災害克服のための技

術開発

果樹の雪害、少雨、干ばつ

など栽培上の障害への対策

のための技術、道具の開発

干ばつ対策の設備が効果

有り。他の対策も効果を

上げ気象による障害は最

小限に留めれたと思う。

9

13

果樹は秋田県の中心産業であり、また自然との闘いでもあります。近年の温暖化、気候変動による異常

気象に対応できるのがこれからの農業の姿だと思います。そのための技術、設備の開発は環境に配慮し

た考えが必要だと思います。天敵の利用と環境負荷の少ない選択性農薬の使用や化石燃料の削減。大雪

などの自然災害対策の技術、設備の開発をすることにより持続可能な経営が成り立ち、地域に貢献でき

る農業を目指します。

織田果樹園



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべての人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


